平成25年第４回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
1.　平成25年12月11日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

2.　出席委員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席委員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　須崎　政博君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成25年第４回奥多摩町議会定例会

連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成25年12月11日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第85号
	平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第2号）
	可決すべきもの

	４
	議案第86号
	平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第2号）
	可決すべきもの

	５
	議案第87号
	平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第2号）
	可決すべきもの

	６
	議案第88号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
	可決すべきもの

	７
	議案第89号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第2号）
	可決すべきもの

	８
	議案第90号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第1号）
	可決すべきもの


（閉会　午前11時59分）

午前10時00分　開会・開議

○議長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。これより連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は11名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、12月10日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第85号平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）及び日程第４　議案第86号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第５　議案第87号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第６　議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第７　議案第89号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第８　議案第90号　平成25度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。
　初めに、議案第85号について、各課長から順次所管の説明を求めます。教育課長。

○教育課長（守屋　吉彦君）　それでは、一般会計補正予算書６ページをお開きください。歳入でございます。

　教育費国庫補助金でございますが、74,000円の追加となります。中学校費補助金として、福島県から町内へ避難している生徒１名分の就学援助事業費に対する補助金を５万円と、特別支援学級１名分の学用品等に対する補助金24,000円を計上するものでございます。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の総務費国庫補助金8,831万2,000円の増は、地域の元気臨時交付金として、平成25年１月11日に閣議決定されました緊急経済対策にかかる地方公共団体の追加公共投資の負担金額に応じ配分されるもので、算定対象事業の基礎は、西秋川衛生組合新炉建設事業にかかる町負担額9,812万4,000円に対し、９割を乗じて得た額8,831万2,000円が交付されるものです。
　次に、款14　都支出金、総務費都補助金127万3,000円の増は、電源立地地域対策交付金が交付規則の一部改正により、東京都が本年度から改修いたしました新電力への売電の電力も新たに交付対象となったことに伴い増額するものでございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　目02民生費都補助金では、社会福祉費補助金でシルバー人材センター事業に対する補助金について、補助の対象が公益目的事業に限定されたことから、42万7,000円を減額し、児童福祉費補助金では、東京都安心こども基金を活用して、平成25年度に限り認可保育所に勤務する保育士に対する処遇改善特例事業を実施するため、補助率10分の10で実施するための補助金について、また、この11月実施いたしました子ども・子育て支援事業計画策定にかかるニーズ調査費用につきまして、補助率10分の10により、合わせて322万2,000円の増額を見込んだものです。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の農林水産費都補助金でございますが、19万7,000円の増額につきましては、説明欄にございます農業委員会補助金及び国有農地管理費補助金の増額で、いずれも交付金交付決定によるものでございます。

○教育課長（守屋　吉彦君）　次に、教育費都補助金でございますが、90万円の追加となります。教育総務費補助金として、緑の学び舎づくり実証実験事業補助金を活用し、平成26年度で事業を予定しております氷川小学校校庭芝生化整備事業の実施設計委託料に対する補助金で、補助率は10分の10でございます。
○総務課長（井上　永一君）　７ページをごらんください。消防費都補助金ですが、321万5,000円の追加となります。これは、多摩移管120周年を記念して、災害発生時の消防団活動における団員の安全確保と災害対応初動時の救助活動の充実を目的として、補助率10分の10で交付されるものです。歳出でご説明いたしますが、この補助金の補助対象が編み上げ作業靴、簡易救助資機材となっているため、それら団員装備品等の整備に充当いたします。

○福祉保健課長（清水　信行君）　目02民生費委託金では、国が実施し、東京都を通じて区市町村に実施を委託している子どもを守る地域ネットワーク等調査について、調査にかかる事務費委託金を計上したものです。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の款15財産収入では、不動産売り払い収入、その他売り払い収入７万4,000円の増は、大丹波、真名井沢の分収林契約地におきまして、東京電力の支障立木伐採に伴い、24万7,000円ほどの売り払い金が発生したことから、契約に基づきまして、その内の３割を町の利益配分金として見込むものでございます。

　次の款17　繰入金、基金繰入金では、財政調整基金繰入金1,400万円の減、教育文化振興基金繰入金240万円の減、次の減債基金繰入金500万円の減は、いずれも本年度当初予算の取り崩し分を戻し入れるもので、財源調整によるものでございます。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次に、款の19諸収入でございます。森林再生事業受託収入2,503万1,000円の減額、及び次の８ページにございます、花粉症発生源対策事業受託収入383万3,000円の減額につきましては、ともに東京都との契約確定によるものでございます。
　次の雑入の17万9,000円の増額につきましては、説明欄にございます奥多摩温泉事業組合の利用する温泉が、奥多摩温泉から鶴の湯温泉に切りかわったことによる温泉給湯量の減額と、もえぎの湯チップボイラー導入により削減したＣＯ２に対する国内排出削減量認証制度活性化事業費助成金の交付決定による増額を、観光政策推進事業費では、木質バイオマス流通システム実施による、もえぎの湯へのチップ売却収入の増額をそれぞれ見込むものでございます。

○総務課長（井上　永一君）　補正予算書９ページからは歳出に入りますが、その前に人件費につきまして、総括的にご説明をさせていただきます。恐れ入ります、補正予算書の30ページ、給与費明細書をごらんください。
　30ページは特別職の給与費明細書でございます。下段の比較の欄をごらんください。職員数の５名増、給与費のうち、報酬の65,000円の増額は、いずれも本定例会初日にご決定いただきました安全・安心まちづくり推進協議会委員の設置によるものでございます。
　31ページをごらんください。一般職でございます。上から３行目、比較の欄ですが、職員数は変更ございません。給与費の給料は、6,000円の増額、職員手当902万円の増額、１つ飛ばしまして、共済費は42万円の増額、合計で944万6,000円の増額となります。給料、職員手当、共済費につきましては、一般職の年間所要額を調整したものでございます。その下段の表は、職員手当の内訳となりますが、説明は省略させていただきます。
　以上で、給与費明細書の説明を終わります。

　９ページにお戻りください。歳出に入ります。まず、款の02総務費でございます。項の01総務管理費でございますが、一般管理費は総額で300万3,000円の増額となります。
　内訳は、一般管理費の263万3,000円の増額は、人件費及び賃金については職員の産前産後休業による臨時職員賃金の増額によるもの。旅費は大島町の台風災害による被害認定調査のため、職員２名を派遣したことによるものでございます。
　次の庁舎管理費の37万円の増額は、ごみ搬出方法の変更により、今までクリーンセンターへ直接持ち込み処理をしていた個人情報の入った文書類を資源ごみとして搬出するため、大型のシュレッターを購入するための費用となります。

　次の文書管理費184万6,000円の増額は、郵券代の増額によるものですが、これまで御岳局に持ち込み、市内特別郵便として割引料金を適用して差し出していた郵券代及び返送分等として使用する切手代は、総務課長通帳で管理し、その通帳から現金払いし、立替金を通帳へ入金する方法をとっておりましたが、その取り扱い方法を歳出は資金前渡の手続により、歳入は一般会計へ入金する方法に改めたことによるもので、歳入分につきましては９月議会で上程した一般会計補正予算第１号に計上させていただきましたが、ここで歳出分を補正するもので、実際の決算見込み額は前年度とほぼ同額でございます。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の財産管理費1,548万2,000円の増は、役務費で旧小河内小・中学校校舎内の片づけのための廃棄物処分量18万円の増を見込むもので、次の委託料69万3,000円の増は、棚沢地内、旧鳩和荘山側の倒木の処理委託料を見込むもの。
　次の使用料及び賃借料70万7,000円の増は、複写機２台分の使用料を見込むものです。
　次の工事請負費1,390万2,000円の増は、棚沢地内で寄附をいただきました物件のうち、船川橋際の倉庫の取り壊し及び跡地の整地、また、旧福島アツ子氏宅内家具等家財道具の処分、古里付にございます入川沿いの倉庫骨組み取り壊しなどに357万円を見込むもの。また、小河内振興財団の事務所建物及び裏手の石積みが老朽化により危険なため、来年度から旧小河内中学校校舎を新たな事務所として利用することに伴い、校舎が10年来使用されていなかったことから、電気設備及び給排水設備等の点検及び改修、また、室内の塗装、屋根の清掃、室内造作の大工工事などで、1,033万2,000円を見込むものでございます。
　次の企画事業費60万円の増につきましては、長期総合計画策定に伴います消耗品を見込むものでございます。
○総務課長（井上　永一君）　次に電子計算機、電子計算開発費の131万3,000円の増額は、委託料で地方税法の改正に対応するためのシステム改修委託費及びＬＧＷＡＮシステム更新に伴う事前構築作業委託料となります。
　次の車両費の車両管理費44万1,000円の増額は、需用費の燃料費として、ガソリン単価の値上げに伴うものでございます。
　次の防犯対策費の67,000円の増額は、安全・安心まちづくり推進協議会委員の報酬及び費用弁償を新たに計上させていただいたものでございます。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の総務費の税務総務費39,000円については職員手当で、超過勤務負担金等を見込むものでございます。

○総務課長（井上　永一君）　次に、項の５統計調査費です。基幹統計費、経済センサス調査費の2,000円の増額は、消耗品費の増額でございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款03民生費でございます。社会福祉総務費では、職員の退職に伴う担当業務の見直しにより、職員人件費の支出科目を振り替えたための増額でございます。国民健康保険事業費では、職員人件費について所要額の調整を行うもので、社会福祉総務費全体では310万1,000円を増額するものです。

　12ページをごらんください。老人福祉費での高齢者福祉地域支援事業費では、平成24年度の事業費の確定に伴い、償還金・利子及び割引料において、都補助金の返還金を増額するのもの。
　次の高齢者見守り相談事業費では、業務委託料について70万円を増額し、見守り相談業務に携わっている臨時職員の人件費を増額するもの。
　次の高齢者緊急通報システム事業費から次の13ページ、高齢者外出支援サービス事業費まで、平成24年度の事業費の確定に伴い、償還金・利子及び割引料において、都補助金の返還金を増額するもので、次のシルバー人材センター補助事業費では、歳入でもご説明いたしましたが、東京都補助金の減額に伴う財源組みかえによる増。

　次の人にやさしい道づくり整備事業費では、福祉モノレール等整備事業費において、今年度新たに整備いたしました槐木のモノレール路線について、見積金額が当初計上していた予算額を超えてしまったため、この人にやさしい道づくり整備事業費から流用したことに伴い、人にやさしい道づくり整備事業費の不足分を増額するものです。

　次の心身障害者福祉費では、心身障害者福祉費から次の14ページの障害者就労サポート事業費まで、平成24年度の事業費の確定に伴う返還金の増額で、償還金・利子及び割引料において、説明欄記載のとおり国庫負担金、国庫補助金、東京都負担金及び東京都補助金について、所要額を増額するものです。
　次の児童福祉総務費では、社会福祉総務費でご説明いたしましたが、職員の担当業務の見直しに伴う減額、児童福祉費では、今年度実施いたしました子ども子育て支援事業計画策定にかかるニーズ調査委託料について、事業費の確定に伴う減額を、次の小子化対策事業費においては、今年度当初に印刷し、町内外に配布いたしました子育て支援、定住応援情報誌の新年度版の印刷費を計上するものです。

　15ページをお開き願います。児童措置費の保育所措置費では、歳入でもご説明いたしましたが、保育所の保育士等の処遇改善に充てるため、東京都の10分の10の補助により保育所措置費を増額し、合せて一般財源で手当していた事務費についても財源組み替えを行うものです。
　次の児童手当費では、事業費の所要額の増額、次の児童育成手当費では該当児童の増により増額するものです。

　次の児童健全育成事業費の放課後児童健全育成事業費では、学童保育クラブの指導員について、安全・安心のため、特に子どもたちが多くなる時間帯に指導員の数を増やして対応していることから、委託料を増額するものです。

　次の子ども家庭支援センター事業費では、職員人件費について所要額の調整を行うほか、平成24年度の事業費の確定に伴い、償還金・利子及び割引料で、都補助金の返還金を増額するもの。
　次のファミリー・サポート・センター事業費及び次の16ページ、育児支援家庭訪問事業費につきましても、事業費の確定に伴い、償還金・利子及び割引料で国及び東京都に対する返還金について増額をするものでございます。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の03民生費の国民年金総務費１万円の増につきましては、職員の普通旅費増を見込むものでございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款04衛生費でございます。保健衛生総務費では、職員人件費について所要額の調整を行い、次の母子保健事業費では、３歳児健康診査事業費では支出科目の変更により、報償費の減額し委託料を増額としたもの、次の乳児家庭全戸訪問事業費では、償還金・利子及び割引料において、事業費の確定に伴う国庫補助金の返還金を追加するものです。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の17ページをお願いいたします。衛生費の環境衛生費、環境衛生総務費73万1,000円の減につきましては、負担金・補助及び交付金で、火葬料の補助金減で、５月から補助金が廃止になったため、21万円の減額。秋川流域斎場組合負担金328,000円及び秋川流域斎場組合施設整備負担金の減84万9,000円につきましては、それぞれ確定を見込むものでございます。
　次の公害対策事業費、旅費6,000円の増につきましては、委員報酬を見込んでおります。

　次の04衛生費の清掃総務費35万円の増につきましては、超過勤務手当で焼却量の増加による増を見込むものでございます。
　次の塵芥処理費のごみ処理事業費1,583万1,000円の増につきましては、需用費で303万9,000円の増。内訳としまして消耗品増で、やはり資源物の収集方法の変更によりまして118万2,000円の増、燃料費としまして84万円の増、光熱水費の101万7,000円の増につきましては、ごみの焼却量の増加を見込むものでございます。
　次の委託料の650万9,000円につきましては、ごみ収集・分別業務委託料の増で、西秋川衛生組合へ運搬する委託料の増を見込むものでございます。
　次の18ページのごみ処理作業等業務委託料の増につきましては、232万8,000円の増を見込むもので、ごみ処理料の増による委託の増を見込むものでございます。

　次の19の負担金・補助及び交付金につきまして、628万3,000円の増につきましては、西秋川衛生組合負担金の減434万3,000円、西秋川衛生組合新炉建設事業負担金1,062万6,000円の増を見込むもので、この西秋川衛生組合の熱回収施設整備費を国から元気臨時交付金が各市町村に交付された関係で、西秋川衛生組合の新炉の建設負担金に充当するための負担金でございます。
　次のし尿処理事業費、19負担金・補助及び交付金の332万2,000円の減につきましては、秋川衛生組合の頒布金の額の確定によるものでございます。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の病院費では、病院事業費204万5,000円の増は、病院会計への出資金の増によるもので、内容につきましては病院事業会計の補正予算の中でご説明をさせていただきます。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　次に、款06農林水産業費でございます。農業委員会費の２万円の増額につきましては、研修旅費を見込むものでございます。
　次の農業振興総務費の国有農地管理費の4,000円の増額につきましては、消耗品を見込むものでございます。
○地域整備課長（須崎　政博君）　次に19ページをごらんください。款06農林水産業費、簡易給水施設管理費111万2,000円の増額につきましては、簡易給水施設及び治水施設の台風・大雨による管理整備賃金及び修繕費の増額によるものです。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次に、農業振興費でございますが、農業振興総務費の15万1,000円の増額につきましては、食肉処理施設真空包装機等の修繕を見込むものでございます。
　次の町農林業等振興事業費292万9,000円の増額につきましては、シカ肉を町内に供給するため、シカ運搬用軽トラック購入にあたり、役務費では軽トラック購入の諸費用及び保険料を、備品購入費ではトラック購入費用を、公課費では自動車重量税をそれぞれ見込むとともに、委託費では食肉処理施設の管理運営を一般財団法人小河内振興財団に委託するための費用を見込むものでございます。

　次に、山村振興事業費26万7,000円増額につきましては、体験農園の竹垣の老朽化に伴い、作り替えのための報償費及び次のページの消耗品費並びに原材料費を見込むものでございます。

○地域整備課長（須崎　政博君）　次に、款06農林水産業費、林業総務費、80万1,000円の減額につきましては、給料・職員手当等の人件費によるものです。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の森林費でございますが、森林保全・活用総務費５万3,000円の増額は、人件費によるものでございます。
　次の多摩の森林再生事業費の2,503万1,000円の減額につきましては、歳入でご説明いたしましたとおり、東京都との契約確定によるもので、委託料の2,362万2,000円を始め契約額に応じた修正によるものでございます。

　次の21ページをお願いいたします。花粉症発生源対策事業費の1,183万3,000円の減額につきましては、多摩の森林再生事業同様に東京都との契約確定によるもので、契約額に応じた修正によるものでございます。

　次の環境政策推進事業費の77万7,000円の増額につきましては、今年度、試行的に実施いたしますもえぎの湯チップボイラーへの町内木材チップ供給を行う地域通貨による木質バイオマス流通システム、運営管理費及びチップ化の委託料と借地料を見込むものでございます。

○地域整備課長（須崎　政博君）　22ページをお願いします。款06農林水産業費、林道治山費、補正額につきましては変更はございませんが、イヤ入線林道改良工事の内容変更に伴いまして、附帯工事を100万円減額したものによるものでございます。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　次に、款の07商工費でございます。観光総務費の615万円の増額につきましては、一般財団法人小河内振興財団への職員派遣に伴う人件費によるものでございます。

　次の観光総務費の1,828万円の増額ですが、次の23ページをお願いいたします。観光施設維持管理費の100万円の減額につきましては、もえぎの湯へ導入いたしましたチップボイラーの運用にあたり、運営費の負担金の計上しておりましたが、燃焼効率もよく、また、買入価格も抑制できていることから、化石燃料運転時のコストと遜色なく運用できているということから、皆減を見込むものでございます。
　次の観光施設整備事業費1,928万円の増額ですが、工事請負費の1,930万円の増額は、もえぎの湯を公共下水道へ接続するための工事費及び老朽化いたしました丹縄亭テラスの改修事業費を見込むもので、備品購入費２万円の減額は、鶴の湯温泉運搬車契約確定による残額を見込むものでございます。
○地域整備課長（須崎　政博君）　次に、款08土木費、土木総務費につきましては、346万5,000円の減額は、給料・職員手当等、旅費につきましては人件費、及び事業費は電気使用量の実績によるものです。
　次に24ページをお願いします。款08土木費、道路維持費です。３万円の増額につきましては、除雪タイヤローダーの購入による名義変更の手数料によるものです。

　次に住宅管理費、194万円の増額につきましては職員手当等の人件費、及び需用費は町営公営住宅等の修繕費によるものです。
　次に、公共下水道費350万円の増額は、公共施設排水接続による氷川中学校、栃久保住宅、生活菅道の実施設計委託によるものです。

○総務課長（井上　永一君）　次に款の09消防費です。25ページをごらんください。常備消防費の285万2,000円の減額は、消防事務委託費の負担金の減額によるものでございます。
　次の非常備消防費は、366万6,000円の増額となります。非常備消防総務費30万円の増額は人件費でございます。消防団費336万6,000円の増額は、歳入でご説明いたしましたが、多摩移管120周年、消防団訓練強化費補助金により、消耗品費では編み上げ作業靴を消防団員数分、備品購入費で各分団へ簡易救助資機材及び油圧ジャッキを購入し、その他、老朽化した消防ポンプ自動車の吸菅を購入するものでございます。
　次の消防施設費、消防施設維持管理費151万9,000円の減額は、需用費の消耗品費として、都防災用ファクスのトナー購入費、備品購入費の153万円の減額につきましては、高齢化が予想される７地区及び消防団詰所、公共施設の15カ所に新機種の衛星携帯電話を購入で整備をする予定でおりましたが、リースによる整備としたため、減額するものでございます。
　次の防災費の11万1,000円の増額は、消耗品費で課長職の災害対策用作業服を、使用料では衛星携帯電話の入れかえ期間中の携帯電話料の増額によるものでございます。
○教育課長（守屋　吉彦君）　26ページをお願いいたします。次に款の10教育費でございます。まず、項の01教育総務費の事務局費でございます。90万円の増額となりますが、人件費の調整によるものでございます。

　次に項の02小学校費でございます。古里小学校管理費の１万7,000円の増額につきましては、印刷製本費として卒業証書印刷費の増額と、備品購入費として学校保存用の卒業アルバム購入費等の管理用備品費を計上するものです。

　次の小学校教育振興費及び準要保護児童給食費補助事業費につきましては、財源組みかえでございます。
　次の小学校建設事業費の90万円の増額につきましては歳入でも触れましたが、東京都が進めているヒートアイランド対策、緑化対策、環境学習効果とともに子どもの体力低下が叫ばれる中、体力向上と健康で快適な教育環境を図るため、平成26年度で事業を予定しております氷川小学校校庭芝生化整備事業の実施設計委託料を計上するものでございます。
　27ページをお願いいたします。次に項の03中学校費でございます。古里中学校管理費の4,000円の増額及び氷川中学校管理費の１万9,000円の増額につきましては、ともに管理用備品を実績により増減するものに、新たに学校保存用の卒業アルバム購入費を計上するものでございます。

　次の中学校教育振興費の６万円の増額につきましては、氷川中バトミントン部への部活動指導員招聘補助金を実績に応じて増額を見込むものでございます。

　次の準要保護生徒給食費補助事業費につきましては、財源組みかえでございます。
　次に、項の04給食費の給食管理費でございますが、259万円の減額となります。内訳でございますが、職員手当等は人件費の調整によるもの。需用費はごみの指定収集袋購入費、軽トラックのタイヤ購入費など、消耗品費の増によるもの。委託料は、委託職員の１名減による給食業務委託料の減額によるものでございます。

　28ページをお願いいたします。次に、項の05社会教育費でございます。社会教育総務費の109万2,000円の増額につきましては、職員手当等は人件費の調整によるもの。委託料は、今年の２月から３月にかけて開催し、好評を博しました第１回ひな人形展を、今年度は町の文化団体連盟に運営委託して実施するための経費を計上したもの。備品購入費は、寸庭陶芸庫の陶芸窯の棚板及びデジタル温度計を購入する経費を計上したものでございます。
　次の文化財保護事業費の168万円4,000円の増額につきましては、負担金補助及び交付金の指定文化財等整備事業補助金の増額となります。東京都指定文化財の日原鍾乳洞の照明設備等改修事業について、当初は平成25、26年度の２カ年で整備する予定でしたが、東京都より全事業を今年度で実施したい旨連絡があったため、日原自治会と調整し、全事業を今年度事業として実施することで、今回、補正予算計上をするものです。

　また、町指定文化財の普門寺山門屋根葺きかえ等補修整備事業についても、事業実績により増額計上したものでございます。

　次の図書館費の３万円の増額につきましては、平成24年度に導入しました図書情報システムのプロバイダー利用料を計上するものでございます。次の美術館事業費の４万2,000円の増額につきましては、せせらぎの里美術館の展示用ハロゲン球等消耗品費の増額でございます。

　29ページをお願いいたします。次に、項の06保健体育費でございます。社会体育施設維持管理費の40万9,000円の増額につきましては、奥多摩スポーツコミュニティ会館並びに日原スポーツコミュニティ会館の電気料の増額及び奥多摩スポーツコミュニティ会館の水道施設の修繕費を計上するものでございます。
　次の登計原運動場維持管理費の14万2,000円の増額につきましては、登計原総合運動場のトイレ内段差の改修、駐車場の正面設備の修繕費を計上するものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の款12公債費では、長期債元金償還費は、財源調整に伴う組みかえを行うものでございます。
　次の款14予備費88万5,000円の増は、予算調整によるものでございます。

　以上で、議案第85号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）の説明を終わります。

○議長（前田　悦男君）　以上で議案第85号の説明は終わりました。

　次に、議案第86号及び議案第87号についての説明を求めます。観光産業課長。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　それでは、議案第86号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明をさせていただきます。

　３ページをお開きください。歳入はございませんので、歳出からとなります。

　初めに一般管理費の40万円の増額につきましては、人件費によるものでございます。次の事業費の40万円の減額につきましては、事業費では、燃料費と給茶機をお茶購入による増額を。委託費では、台風等の荒天により、中止となったイベントの委託料の減額を。使用料及び賃借料では、複写機使用料の増額を見込むものでございます。
　以上で、議案第86号の説明を終わらせていただきます。
　続きまして、議案第87号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、ご説明をさせていただきます。

　３ページをお開きください。歳入はございませんので、歳出のみとなります。一般管理費の18万3,000円の増額につきましては、人件費によるものでございます。次の利用管理費の17万9,000円の増額の内訳は、人件費によるものと、空調設備をガス運転のものから電気運転のものに交換したことにより、燃料費と次の４ページの修繕費は減額を、光熱水費は増額を、委託費につきましては、契約確定による減額を、原材料費につきましては、見直しによる減額を見込んだ総体の額でございます。
　次の予備費の36万2,000円の減額につきましては、調整でございます。

　以上で議案第87号の説明を終わらせていただきます。

○議長（前田　悦男君）　以上で議案第86号及び議案第87号の説明は終わりました。

　次に議案第88号についての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（清水　信行君）　それでは、議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、ご説明いたします。

　５ページをお開き願います。歳入でございます。款08繰入金、項02基金繰入金、国民健康保険繰入金5,324万6,000円の増は、今年度の給付実績の増により、これまで積立を行っておりました国民健康保険基金を取り崩し、特別会計に繰り入れるものでございます。

　６ページをごらんください。款02保険給付費、一般被保険者、療養給付費2,500万円の増は、これまでの医療費の実績から、今年度の一般被保険者分の療養給付費の見込みを増額するもので、入院等の実績の増によるものです。退職被保険者等高額療養費では、退職被保険者にかかる高額療養費について、これまでの実績に基づき、今年度の見込み額を250万円増額するものです。

　款07共同事業拠出金では、高額医療費共同事業拠出金において、東京都全体で高額医療費が伸びていることから、国民健康保険団体連合会からの通知に基づき、共同事業拠出金について、1,800万円を増額するものです。
　款11諸支出金では、償還金・利子及び割引料において、過年度分の給付費の確定に伴う返還金を増額するもので、774万6,000円を補正し、2,679万6,000円とするものです。

　以上で議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についての説明を終了いたします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、議案第88号の説明は終わりました。

　次に議案第89号についての説明を求めます。地域整備課長。
○地域整備課長（須崎　政博君）　議案第89号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、ご説明を申し上げます。
　歳入はございません。３ページをお願いします。歳出になります。款01総務費、一般管理費19万円の増額につきましては、下水道運営委員会の開催を１回から３回となるため、委員報酬で17万円の増額、費用弁償で１万円の増額、利子補給利用者の申請により、負担金・補助及び交付金で１万円の増額となります。
　次に、目02維持管理費、11万6,000円の減額につきましては、維持管理費、小河内処理区、小河内浄化センターの電気料の増額、水道料の減額の合計で81万3,000円の増額となり、委託料の契約確定により、100万3,000円の減額になります。

　次に、維持管理費、奥多摩処理区、下水道使用料徴収事務委託費用の確定に伴い、74,000円の増額となるものです。
　次に、４ページ、款03公債費、66万5,000円の減額につきましては、奥多摩処理区の長期債利子分の確定に伴うものです。

　次に、款04予備費、予備費58万1,000円の増額につきましては、調整によるものでございます。

　以上で、議案第89号のご説明を終わります。

○議長（前田　悦男君）　以上で、議案第89号についての説明は終わりました。
　次に、議案第90号についての説明を求めます。病院事務長。

○病院事務長（河村　光春君）　それでは、議案第90号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）の内容について、ご説明いたします。
　今回の補正につきましては、収益的収支全体では、収入支出それぞれ429万3,000円の増額を、資本的収支全体では、収入支出それぞれ310万円増額するものでございます。

　１ページをお開き願います。収益的収入及び支出の実施計画でございます。収入でございますが、病院事業収益を429万3,000円増額するものでございます。これは、医業収益のうち、入院収益を429万3,000円増額するものでございます。本年度上半期の実績等から、患者数の見込み人数は変えず、一人当たりの入院患者の単価の増を見込み、増額補正したものでございます。

　次に、２ページをお願いいたします。支出でございますが、医業費用のうち給与費を82万8,000円減額するものです。内訳は、給料が100万3,000円の減、手当が37万5,000円の増、賃金が20万円の減でございます。この給与費関係につきましては、人件費の調整等により、増減をそれぞれ行うものでございます。

　次の材料費につきましては、432万円増額するものですが、内訳としまして、薬品費を150万円増、診療剤医療費を252万円増、給食材料費を30万円増としておりますが、これは、入院患者の診療費の増に合わせ、見込み額を増額するものでございます。

　次の経費では、80万1,000円増額するものですが、内訳としまして、報償費、消耗品費、役務費、保険料、諸会費、諸負担金をそれぞれ実績に基づき、見込み額の増減を行うものです。

　次に３ページをお開き願います。資本的収支の収入の実施計画でございます。資本的収益は、東京都の補助金を105万5,000円、町出資金を204万5,000円、それぞれ増額するものです。東京都の補助金につきましては、東京都僻地患者輸送車整備事業補助金で、補助基準額140万7,000円の４分の３、105万5,000円となっております。この補助金は、僻地における住民の医療を確保することを目的とするもので、そのために必要な車両の購入に対する助成でございます。町出資金につきましては、この車両購入について、補助金の不足する部分を見込んだものでございます。
　次に４ページをお願いいたします。資本的支出でございますが、収益の部でもご説明したとおり、車両の購入費用として、310万円増額補正するものでございます。この車両の運行方法につきましては、主に奥多摩病院から帰る際に、路線バスの運行がない時間帯に奥多摩駅まで患者さんをお送りすることを考えておりますが、社会福祉協議会が行っている外出支援サービスと重複しない範囲で、患者さんの要望等により、柔軟な運行方法を検討してまいりたいと考えております。また、特定健診の際の送迎などにも利用したいと考えております。正式な運行につきましては、来年４月以降を予定しております。

　以上で資本的支出についての説明とさせていただきます。
　５ページをお願いいたします。資金計画でございますが、当年度予算額では、受入資金が５億5,999万円で、支払資金が４億8,651万2,000円で、差し引き7,347万8,000円となる予定でございます。
　次に６ページをお願いいたします。給与費の明細でございますが、給料100万3,000円の減、手当37万5,000円の増、賃金20万円の減、合計82万8,000円の減となっております。下段の内訳につきましては、明細書のとおりでございますので、説明は省略させていただきます。

　次の７ページから９ページにつきましては、予定貸借対照表でございますが、この表につきましても、説明は省略させていただきます。
　以上で、議案第90号の説明を終わらせていただきます。

○議長（前田　悦男君）　議案第90号の説明は終わりました。

　以上で全議案の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でございますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時00分　休憩

午前11時05分　再開

○議長（前田　悦男君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより質疑に入ります。議案第85号については、歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第86号から議案第90号までについては、歳入歳出含めて一括して行います。

初めに、議案第85号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。

　以上で、議案第85号の歳入の質疑を終結します。

　次に、議案第85号の歳出の質疑を行います。質疑があればお願いします。７番師岡委員。

○７番（師岡　伸公君）　３点お願いいたします。

　最初は９ページ、大島町台風災害職員派遣の件で１点。それから、２つ目は、17ページのごみ処理事業について。それから、３つ目は、26ページ、一番最下段の氷川小の芝生化実施設計委託料、この３点についてお伺いをいたします。

　まず、１点目の大島町の台風災害で職員を派遣されていることで、大変お疲れさまでございました。実際の仕事の内容と、それから、行かれた職員の方の現地に行ったときのいろいろな感想とか、仕事を通じての大島の被害の状況、それから、町長も広報誌に出ていましたけれども、行かれたということで、そのあたりをちょっと具体的に聞かせていただければありがたいと思います。

　それから、２つ目。組合のほうに加入して、新年から事業が開始すると。それから、自治会によっては、今までの資源回収物の費用を会員に還元して、ごみの袋を配ったりとか、活発にいろいろ今動いている状況ですけれども、クリーンセンターのストックヤードの状況を見ますと、まことにすごい量が今入っていると。１月以降も当然この処理をしなくてはいけないと思いますが、この辺、今後どのような形で推移していくのかという予定が１つと。

　それからもう一つ、新年度に説明会でやったとおりになかなかいかないケースが多分出てくるのではないかと思います。そのあたりで自治会との連携でどういう形で進めていくのかという予想といったらおかしですけれども、そういう対処をどのように考えているかというところをちょっとお聞きしたいと思います。

　それから、３点目、氷川小の芝生化の実施設計委託料ということなのですが、古里小学校で実績を得て、２回目にやったときの芝生は非常にやわらかくて、子どもたちも喜んだし、それから、開放で使っている私たちも非常に助かっておりますけれども、今度の設計委託がそれをもとにしてある程度見た数字なのか、それとも、例えば土の中を掘る、根本的に氷川と古里は違うのでこういう数字になっているのか、その辺のところをちょっとお聞きしたいと思います。また、その費用は、例えば、設計が流用できないものなのかどうかとか、その辺のところをお聞きしたいと思います。

　以上３点、よろしくお願いいたします。

○議長（前田　悦男君）　町長。

○町長（河村　文夫君）　まず１点目の大島の関係でございますけれども、大島に関しましては、現在、わかっている段階では、死亡者、それから行方不明者がまだ５人ほどおるという状況でございます。

　そういう中で、東京都町村会として何ができるかということで、東京都の町村会としては、まず、町村会全体で大島町に500万円の見舞金をそれぞれ市町村から拠出をして、かつ不足分を町村会の会計から賄って500万円を出そうということで、それぞれの町村長の理解を得て、まず、決めさせていただきました。

　それと同時に、もう１点は、東京都と連携をしながら、災害の後の問題の処理をどうしていくかということが話し合われまして、まず第一に、被害に遭った住宅を調査すると。調査をして罹災証明を発行しないと、災害救助法の適用等々を含めて、後の処理ができないのです。実際に被害調査が終わらないと、その家屋を壊せない、片づけられないということがございまして、最終的には、東京都町村会としても、職員を現地に送ろうということを決めさせていただきました。
　そういう点で、23区の区長会が12名、それから、市長会も10名の職員、それから、町村会で10名の職員ということで、32名、また、東京都がリーダーシップをとっていただけるということで、都庁全体で32名、64名の人が第一陣として、11月４日から約１週間行ってまいりました。
　それ以前に私自身が東京都の町村会の見舞金、また、その時点で全国町村会のそれぞれの都道府県の町村会から見舞金が東京都町村会に届いておりましたので、それを持って、10月30日の日に現地に行ってまいりました。直接川島町長お会いをいたしまして、その旨の部分とお渡しをすると同時に、約２時間かけて職員に現場を案内してもらいました。
　現場は、一言で言いますと、大島町にとっては、全部ではなくて、中心街のごく一部なのです。三角形で言えば、湖に対して扇形に土砂が流出したということで、一番中心地、役場のすぐ近くの中心地の沢に向かって土砂が流出したということで、大きな被害を受けたということでございました。

　その沢の現地を見た段階では、自衛隊、警視庁、消防庁、それから、地元の消防団です。私は、非常に感心したのですけれども、地元の消防団がほとんど自分の生業をこちらに置いて、災害があった当時からずっとやっているというお話をお聞きいたしました。
　また、非常にこれは表に出てきていないのですけれども、自衛隊の活躍が非常に喜ばれていたと。特に空港で自衛隊員の方とお会いしたのですけれども、自衛隊員は、全国各地から２週間、それぞれの部隊が来るということで、日の出から日没まで、また、夜間も含めて、自衛隊が非常に活動していただいたというお話を聞かせていただきました。
　特に、自衛隊の場合には、私たちは飛行機で行ったのですけれども、大島空港に双発のヘリコプターが２機ありまして、機重機、あるいは人員等を自衛隊がそのようにして運んできたということのようでございました。
　また、人員の部分については、私どもの町は、私自身が会長をやっているものですから、それぞれの町村では１名ずつ、奥多摩町が２名ということで派遣をいたしました。２人を11月４日に竹芝桟橋から送り出して、帰ってきた後、報告を受けましたけれども、非常に悲惨な状態でございまして、旅館ももうなくなっているし、それから、建物もほとんど全壊・半壊等に近い。そういう状況の中で、東京都、それから、市町村の職員が３人１組になりまして、現地の先ほど申し上げました家屋の調査に当たったと。

　当時は、行方不明者等々の問題はなかったようでございますけれども、聞くところによりますと、なかなか行方不明者の身元確認といいますか、そういうものについても、職員のお話を聞きますと、最終的にはＤＮＡ鑑定をしないと身元がわからないという状態であったというお話も聞きました。

　一段落いたしまして、それ以降、今度は具体的に罹災証明の発行をするということで、講習等を受けまして、罹災証明の発行手続をして、これも第２段にわたって職員を派遣いたしました。そういう点で、その家屋調査、それから罹災証明の分をやることによって、以後の災害復旧の部分が進んだのではないかと思っております。そういう点では、23区の区長会、あるいは市長会等々、また、全国町村会の会合が２カ月に１回程度霞ヶ関で行われますので、そういういろいろな会合を通じまして、大島町の支援、あるいは義援金の応援等々につきましてお礼を申し上げて、現在まで至っているという状況でございます。

　それから、もう１点でございますけれども、今、それぞれの市町村で義援金の募集をさせていただいておりますけれども、細かい数字を忘れてしまったのですけれども、約60万円奥多摩町でも義援金をいただきまして、これは、東京都町村会を通じて、大島町に送りましたという状況でございます。
○議長（前田　悦男君）　総務課長。
○総務課長（井上　永一君）　７番師岡委員のご質問にお答えいたします。詳しい内容につきましては、今、町長のほうから申し上げたとおりでございます。職員２名を派遣いたしまして、こちら最終日に、私ども竹芝まで迎えに行ったのですけれども、向こうでの仕事の内容を今、町長が申しましたように、３名１組で住宅の調査。これは、４段階に分ける調査ということで、全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊等という形で、その住宅の様子を見て、それを分けるという作業ということで、実際、住民の方とお話をしながら、作業を進めたということで、住民の方は、大分疲れていまして、マスコミが一緒に来るのなら話は聞かないということが大分あって、そういう部分でも気苦労があって、帰ってきたときの職員は大分疲れたということを言っておりましたけれども、やはり二人が行って、向こうの職員とともにいろいろなそういう災害に対してやってきたという達成感もあったということでございます。
　また、この先も罹災証明発行等で、私どもの町にも応援等の要請が来ることも考えられますので、それらについても今後、対応してまいりたいと考えております。

○議長（前田　悦男君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　続きまして、ごみの関係でございますが、２点ほどご質問をいただきました。
　まず、どのような考えで、今後、ごみを処理するかということでございますけれども、今現在、ふだんの５倍ほどの量が出ているという状況でございます。年度内に出せるものはということで、住民の方にもお話をさせていただいておりますので、しようがないかとは思っております。
　１月から３月まで、それを処理する予定で考えておりますけれども、焼却をしたり、あるいは分別したり、資源になるものは資源に出すとかということで、そういうものを処理して、どうしても３月末までに処理できそうもないものにつきましては、西秋川衛生組合のほうに搬入しまして、そちらで処理していただくということで考えております。極力、クリーンセンターのほうで処理できるものについては、全部処理したいという考え方でおります。

　それから、新年度に入りまして、１月から新しい収集と処理ということで、西秋川衛生組合のほうに持っていくのですけれども、住民の方のごみの出し方でのトラブル等につきましては、ないように考えておりますけれども、１月上旬から防災無線等でごみを出す地区だとか、あるいは出す内容とか、そういうものをある程度の一定期間周知をしたいと考えております。
　また、地域の資源を自治会のほうで今やっていただいておりますけれども、最新の量的には、昨年の量に対して52％以上町のほうに出る資源が減っておりまして、その分地域の資源に出ているということでございます。先月ほども結構な量が出ておりまして、金額についても先月１カ月で60万円を超えたということで、各地域、21自治会に報償・奨励金を交付したということでございます。

　それから、あと、収集の上でどうしても出し方が違っているとか、そういうものにつきましては、収集するものが、これは曜日が違いますとか、出し方が違うとか、そういうシールを今までも張っているのですけれども、その辺の内容も今ちょっと変えておりまして、そういうシールを張ってきまして、次回に出していただくだとか、そういうところをわかる形で説明するものを張っていきたいということで考えております。

　それから、あと、クリーンセンターで１月以降、空き缶とかペットボトルにつきましては、どうしてもかさが張ってしまって、西秋川衛生組合まで収集したものを運搬するのに、当初は相当の台数のトラックが必要であろうということで考えておりました。やはり空の空気を運ぶようなものでございますので、それを何とかしないといけないということで、やはり１月以降も空き缶とペットボトルにつきましては、クリーンセンターでプレスしまして、かさを相当の量を小さくしまして、それで運搬する期間も月に１回ぐらいトラックで運べるぐらいまでのかさを減らしまして運ぶことによって、ふだんの車の量も少なくて済みますし、それから、人件費も少なくなりますので、その２点については、そのような考え方で処理をしたいということで、それに伴って、通常、地域の資源では、空き缶だとかペットボトルは袋に入れて出していただいているのですけれども、それをプラスチックの容器に入れていただいて、それにばらで出していただくと。
　そうしますと、ばらのまま町で収集して、そのばらを町でプレスできるという形が考えられますので、その辺で住民の方が袋で出される場合については収集しないと、あくまでもばらについてだけ収集しようということで、なるべく町も手をかけない形で処理をしたいという考え方を持っておりますので、その辺でのトラブルがあるのかということで考えております。それについても周知のほうもやっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
　以上です。
○議長（前田　悦男君）　教育課長。

○教育課長（守屋　吉彦君）　それでは、３点目の氷川小学校の芝生化の実施設計の関係でございます。
　まず、平成24年に古里小で整備しました芝生化につきましては、面積が約818平米で、文化会館前から職員室前、学校菜園前、校庭の入り口等その周辺に敷設をしたわけですが、芝の種類につきましては、ロール式の野芝ということで整備を行いました。
　今回の氷川小学校の整備につきましては、当初、グラウンドの全面を芝生化したいということで要望があったわけですが、氷川小学校は、ご承知のように授業での使用のほか、学校開放による野球ですとか、消防団による訓練、それから諸行事に伴います駐車場等、大変広く活用しております。そんな関係で、使用する団体・学校とも調整をしまして、古里小と同じような形でその周辺を芝生化するということにいたしました。特に南側といいますか、線路側、それから校舎側を中心に、氷川小につきましては、約1,860平米ほど予定をしてございます。

　この氷川小に使う芝生の種類については、現在のところはティフトンという夏芝を予定しておりますが、この氷川小の設置場所の気候ですとか、日照状況、それから、委員の言われました土壌の関係も調査をいたしまして、必要に応じて、土壌改良等の必要も出てこようかと考えております。1,000平米を超えますと、乗用式の芝刈り機も購入補助の対象となるということで、その辺も含めて考えていることと、線路側につきましては、現在、ターザンロープと遊具用のタイヤが20本ほど埋めてございます。

　それから、校舎正面の一輪車の練習用の手すり、それから、イチョウ・ハナミズキ等の移設、または移植も必要になるということで、この辺もあわせて設計の中で見ていきたいと考えております。

　以上でございます。

○議長（前田　悦男君）　ほかに。11番、清水委員。

○11番（清水　典子君）　町農林業等振興事業費、委託料の一般財団法人への費用が載っていたのですけれども、これは、以前は食肉加工でそちらにほんのわずかな補助金が出ていたのですけれども、委託料ということになると、新しく新規事業として、財団のほうにお願いをしたということなのかどうか。
　それと、鹿肉の処理が、丹波にこの前行って見せていただいたのですが、やはり奥多摩町と違って大いに活用されて、商品化できる形にやっていかなければいけないと思っていますので、これは、委託料というのは、財団法人のほうへ任せて、当然、備品購入費として軽トラックも購入されているようですが、そういう展開になるのかどうかお聞きしたいのです。
○議長（前田　悦男君）　観光産業課長。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　11番清水委員のご質問にお答えをさせていただきます。食肉加工処理施設の委託の概要でございますが、まずは鹿を山から処理施設に搬入していただくということで、こちらについては、トラックに積んで持ってきていただくということで、トラックの購入費も計上させていただいております。

　それから、鹿肉を運び込んだ後ですけれども、施設のほうで処理をして販売できるようにしていくということ。さらに、これまでは、ロースとかモモとか、そういった部分について販売をしておりましたが、今後、さらにさまざま利用方法を図るために、商品開発につきましても一緒にお願いをしていくということでございます。

　また、鹿肉関係で搬入いたします鹿の各固体等の調査もしていきたいということでございます。これまでは個人に運営をお願いしていたところですが、委員からもご指摘のとおり、丹波山のほうではかなり活用が図られているということで、奥多摩町でも再構築して、さらに鹿肉の町内での利用が促進されるように、このような形をとって運営をしていきたいということで、現在、25年度の状況ですが、これまでに31頭が搬入され、肉としましては150キロを超える肉が既に入ってきているということで、こられを今後、町内の利用を希望する方、あるいは希望する商店等に卸すとともに、新しい利用方法ですとか、今まで使っていなかった前足とか雑肉の部分とか、こういったこともどういう商品ができるのかということもあわせて検討していきたいと考えておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。

　委託先につきましては、小河内振興財団へ委託をさせていただきたいと考えております。

　以上でございます。

○議長（前田　悦男君）　ほかに。４番原島委員。

○４番（原島　幸次君）　２点ばかりお聞きしたいと思います。
　10ページの旧小河内中学の改装工事の件なのですが、非常に町の資産をここで有効活用していただくのは、大変いいことではないかと。地域にも人が入ってくれば活性化にもなりますし、その関係でちょっとお聞きしたいのは、工事がいつごろ終わって、正式にいつごろから中学校は利用できるのか。また、どういう方が入ってくるのか。前も聞いたのですが、もう一度入ってくる方、業者ですか、それの件につきまして教えていただければ大変ありがたいと。

　それから、もう１点が、20ページの森林費なのですが、多摩の森林再生事業費2,500万円のマイナス。それから、花粉症発生源対策事業費の1,100万円と、非常に大きな委託料がここで使われていないのですが、その辺について、多摩の森林はどういうものなのか、あるいは花粉症対策の事業費はどういうものなのか。それから、どういうところでそれが利用できるのか。そうすれば、もっと皆さんにどんどん使っていただいて、町の活性化につながればと、あるいは雇用もそこに生まれるのでしょうし、その辺もお聞きできれば大変ありがたいと思います。すみませんが、よろしくお願いします。
○議長（前田　悦男君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、ただいま４番原島委員からご質問のございました２点について、まずは私のほうから、１点目の旧小河内中学校の活用についてご説明をいたします。
　この中学校、あるいは小学校でございますけれども、平成16年に閉校して以来10年間、ほとんど使われていなかったという中で、今回、先ほどお話を申し上げたとおり、旧小河内の中学校につきましては、小河内地域振興財団の事務所という形で使わせていただくということでございまして、実際には中学校の校舎の用務員室、あるいは校長室、職員室の部分の内装を改築すると。また、屋根等の整備、あるいは電気・給排水の設備を改修するわけでございます。ここを使うのは、あくまでも小河内振興財団の事務所、あるいは会議室として活用していくということで、ここで工事をいたしまして、来年の４月に完成をした上で、小河内振興財団の事務所が移転をするという予定でございます。

　それと、委員おっしゃりました活用の件は、多分小学校のほうのことではないかと思うのですけれども、小学校のほうにつきましては、この秋から東京・森と市庭という会社が私どもと契約をいたしまして使用していくということで、内容につきましては、森林を基軸に一次産業、二次産業、三次産業を合わせた林業の六次産業化を目指すということでございまして、事業の内容については、この小学校を活用してさまざまな企業研修、あるいはそこの施設を改修して喫茶室を設けるということで、地域との交流、あるいはさまざまな林業体験の拠点施設ということで、この施設を使って林業体験のいろいろな仕組みをつくっていくということでございますので、よろしくお願いしたいと存じます。
○議長（前田　悦男君）　観光産業課長。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　私のほうから、多摩の森林再生事業と花粉症対策事業の減額になった内容と、それから、もう１点お尋ねの制度の内容についてのご説明をさせていただきたいと思います。

　まず、今回、契約が減額になったということにつきましては、森林再生事業は、ご存じのとおり平成14年度から事業が開始されまして、今年が12年目ということになります。また、花粉症発生源対策事業につきましても、平成18年度から事業が実施され、８年目ということになってきております。これまで、西多摩を中心に多摩地域の森林を持つ市町村に受託をして、そこで森林の再生事業を実施していこうという事業でございますが、東京都全体のこの事業の予算、そして、予算に対する事業の執行額、これを見ていきますと、平均で68％ということで、３割以上のものが不用額ということで残ってきてございます。

　ちなみに、奥多摩町の場合ですと、平均で77％ということで、この事業の実施における割合が全事業費の45％と非常に大きい部分を占めてございます。そんな関係で町を除いた他の６市町村を平均しますと60％ということで、町が非常にこの事業の全体の底上げをしているという事実がございますが、残額が多いということで、都の内部決定で実績に見合った契約をするということになりまして、町のほうも縮小での契約という形になってございます。

　そして、制度なのですが、他の森林再生事業につきましては、個人の所有者と民有林を対象に25年間の協定を締結するという事業になっております。その中で12.5年ごとに、本数にして３割の間伐をしていくという事業になっておりますが、対象となる森林につきましては、例えば、森林組合に受委託をかけていて、そこが管理を持ってやるところですとか、東京都農林水産振興財団と二者分収、三者分収ということで、協定によってやっているもの。こういったものは対象外となりますので、それ以外の森林について実施をしていくことになります。制約としましては、この事業協定期間中、皆伐等を行ってはいけないという事業で、この辺のところが事業の特徴かと思います。
　枝打ち事業のほうですけれども、花粉症発生源対策事業のほうですが、森林再生事業を実施した場所、こちらの面積において、その面積の３割分、１ヘクタールの森林再生をやった所有者につきましては、0.3ヘクタール分の枝打ち、これは、一番下の枝から頂点までの下２分の１の枝を打つということですが、これを実施していくということで、逐次、事業開始年度が違いますので、また、森林の公益的機能を保持していくという観点からも、森林再生実施を３年後ぐらいを目安に枝打ちを行っていくという事業で、こちらにつきましては、10年間の限定ということで、平成27年度までが当初の事業の期間となっておりますが、こちらについては、引き続き事業継続をしていただけるように、東京都等へ要望をさせていただいているところでございます。

　以上でございます。

○議長（前田　悦男君）　企画財政課長。

○企画財政課長(若菜　伸一君)　それでは、再度、私のほうから、今までの経過を若干お話をさせていただきます。
　旧小河内小・中学校については、10年間使っていなかったということでございますけれども、その間、実は、さまざまなご提案がございました。例えば、区民のための保養所。それで、小河内振興財団でございますけれども、現在の建物が非常に老朽化していると。旧小河内村の建物を利用しているということで、床が既に目で見ても傾いているということがございまして、建物も老朽化しておりますし、また、裏の石積みが非常に高いという中で、当時、コンクリートも十分詰めていない状況でございますので、これから災害等が予測される中で、あそこにいては非常に危険だということで、小河内振興財団の建物をあの場所に再構築するには、コンクリートのかなり強固なものをつくらなければいけないということも踏まえまして、現在、遊休であります小河内中学校を今回改修させていただいて、事務所にしたいということでございますので、よろしくお願いしたいと存じます。

○議長（前田　悦男君）　５番杉村委員。
○５番（杉村　良一君）　23ページの商工費の中の観光施設整備事業費の中の丹縄邸テラス改修工事の件でございますけれども、一番稼ぎ時のこの夏も営業されておりませんで、今現在もされていないわけですけれども、大変そういう中で、今年の夏もお客さんがあそこに来て、店が閉まっているということで残念がって帰るお客さんが随分いたと聞いております。大変景観がいいところで、観光客を呼び込むには、大変有効な施設だと思うのですけれども、残念ながら今、営業をされていないと。
　そういう中で、テラス工事をされるということでございますけれども、実際、どういう理由でこの委託先が営業をやられていないのか。また、今後もこういう状況ですと、大変有効活用をできないわけで、無駄になるということでございますけれども、今後の契約先も、ここと続行してさらにやるのか、そこら辺のご説明をお願いいたします。
○議長（前田　悦男君）　観光産業課長。

○観光産業課長（原島　滋隆君)　５番杉村委員の丹縄邸についてのご質問にお答えさせていただきます。

　委員ご指摘のように、今、どんぐりんこのテラスにつきましては、夏場からほぼ運用ができていない状況ということで、こちらにつきましては、再三電話あるいは直接会ったりして、営業していくよう促しているところですが、本業といいますか、もう一つ持っている業種のほうが非常に多忙という理由を、まず本人が述べているということと、もう１点につきましては、そのテラス部分に人を乗せられない状況ということで、こちらのテラス、床面から下までが３メートル以上の高さがあるのですが、腐食が激しくて、今、立ち入りができない状況になっておりますので、こちらを改修させていただきたいと。

　それから、営業の関係につきましては、一昨日もお話をさせていただいておりまして、文書によって、内容・営業方針を来年度について方向性を示すようにということでお話をさせていただきました。その内容によっては、今後、運用先、指定管理者の変更等も視野に入れながら、検討させていただきたいと思います。大変申しわけございませんが、そのような状況でございます。

○議長（前田　悦男君）　ほかに。１番石田委員。

○１番（石田　芳英君）　私から１点ご質問をさせていただきます。17ページの環境衛生費ですけれども、今、防災無線等で犬猫のふんについて、いろいろと指導といいますか、注意が放送されておりますけれども、そのふんとかあるいはごみも含めまして、だんだんそういう指導があり、改善されてきているとは思うのですが、中には例外中の例外ですけれども、なかなか改善されていない事例があるみたいで、地域の方とか、あるいは自治会の方が注意をしても直らないというケースがあるみたいです。
　そこで、やはり民間の人ですとなかなか言いづらい面もあるとは思いますので、行政の方がそういうことを指導というとあれですけれども、研修とかいろいろなやり方というのを研修とかしていただいて改善していく方策もあるのではないかということもありますので、そういう個物具体的なことは申し上げられませんけれども、そういう点、方向性がありましたら、ちょっとお伺いいたします。

○議長（前田　悦男君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　１番石田委員の環境についてというお話でございます。犬猫のふんだとか、そういう被害があちこちからちょっと苦情が来ておりますので、ここで防災無線のほうでそういう適正な管理をしていただきたいということでお話をさせてもらっておりますけれども、犬につきましては法律がありまして、捕獲だとか、それから、それなりに対応できるのですけれども、猫については、法律で捕まえるとかそういうことはできませんので、やはり管理者に適正な管理をしていただくということしかないと。どうしても、そのものが適正な管理ができないということであれば、また、東京都の保健所、あるいはそういうところとも相談しながら、どのような対応でできたらいいかということも考えながら、対応していきたいとは考えておりますけれども、よろしくお願いしたいと思います。

○議長（前田　悦男君）　ほかにございますか。７番師岡委員。
○７番（師岡　伸公君）　28ページ、教育費の中の美術館事業費、若干の消耗品費が計上されておりますけれども、町内の美術に関して一生懸命やっている方から、せっかくあれだけの施設で町内外からいろいろな方が出展したり、自分たちも使わせてもらっていると、やはり壁の色がやはり美術館としては、ちょっともう一つかなという意見を聞いたものですから、来年度に向けて、そういう予算がとれるのかどうかわかりませんけれども、そういう意見もあったということで、ちょっと受けとめておいていただければ、ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（前田　悦男君）　ほかに。質疑なしと認めます。
　以上で議案第85号の歳出の質疑並びに全ての質疑を終結します。よってこれより採決します。

　日程第３、議案第85号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第85号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第86号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で議案第86号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第４　議案第86号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第86号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第87号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で議案第87号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第５　議案第87号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第87号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第88号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で議案第88号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第88号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第88号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第89号について質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で議案第89号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第89号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第89号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第90号について質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で議案第90号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第90号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第90号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で、本日の日程は全て終了しました。

これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。

午前11時41分　閉議・閉会

　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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